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自動運転における

通信の利用とその展望
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The Art of Open-Source -
Reimagine Intelligent Vehicles

自動運転に資するあらゆるテクノロジーを開放し、

様々な組織、個人がその発展に貢献できる持続的な

エコシステムを構築する。

Vision

自動運転の民主化
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通信に係る主な弊社関連実績（一部抜粋）とその位置づけ

実施場所 車両 遠隔監視 インフラ連携 OTA(Over the air)

長野県塩尻市 JPN TAXI・
GSM8・J6 ✔ ✔

東京都西新宿・
お台場

JPN TAXI ✔ ✔

他複数自治体 J6等 ✔ ✔

成田空港 等 GSM8・J6等 ✔

車載ソフトウェアの
アップデートを無線
通信で実現する技術

大規模な市場投入に
必要不可欠だが未だ
自治体等との実証が
できていない技術

自動運転走行時に必要な技術
（遠隔監視はオペレータ搭乗時は

必須ではない）

自動運転ソフトウェアの
クオリティ向上に必要な技術





通信においては遠隔監視対応のための帯域保障や高い信頼性、

ビジネス視点ではOTAに耐えうる通信の出現に期待

通信に対する期待 課題

遠隔監視

インフラ
連携

OTA

● 自動運転ソフトウェアや高精
度地図等大容量の容易なアッ
プデート

● ビジネスにおいては大容量
通信のコストが課題

● スケール前・自動運転普及
時の支援が不可欠

● 遅延のない通信による的確
な情報連携

● 走行時の認識に対する確実
性向上

● ビジネスにおいてはインフ
ラ整備のスピードが課題

● 国際動向も注視しガラパゴ
スにならないような方針が
必要

● 安全性確保のためのクオリ
ティコントロールvsコスト

● ガラパゴスにならないよう
な方針が必要

● 地方におけるインフラ整備

● 帯域保障による確実な遠隔
監視の実現

● 高精細でクオリティの高い
遠隔監視の実現
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CONTACT US

https://tier4.jp/


